
令和７年度「村山地域災害時の食支援プロジェクト事業」報告会 開催要領 

 

１ 目  的 

昨年度に発生した山形県の大雨災害は、大規模災害時における食料の安定的な確保や適切な栄養

管理の重要性について関係者が再認識する契機となった。昨年度、村山・最上保健所が管内市町村

行政栄養士等を対象に実施した研修会では、今回の災害において、特に「栄養・食支援活動マニュ

アルの整備の遅れ」、「要配慮者に対応した備蓄の整備不足」、そして「防災担当課と行政栄養士間

の連携」という３点の課題が明確化された。 

被災者の健康維持や要配慮者への対応、QOL 向上と生活復旧の活力となる食事提供体制の構築

は、行政栄養士をはじめ関係者が連携して取り組むべき喫緊の課題である。こうした課題対応に取

り組むため、村山保健所では、管内市町と共同で「災害時の食支援プロジェクト」を立ち上げ、取

組みを実施したところである。 

そこで、今年度の取り組みの成果と課題を共有し、今後の災害時の食支援活動の体制整備をさら

に推進するため、本報告会を開催する。 

 

２ 実施主体 村山保健所 

 

３ 対 象 者 市町村の防災担当者、管理栄養士、保健師、 

食生活改善推進協議会リーダー、自主防災組織リーダー、 

防災に関心のある県職員・市町村職員、山形県栄養士会会員 等 

 

４ 日  時 令和８年２月 25 日（水）午後１時 30 分から午後３時 30 分 

 

５ 開催方法 Teams による web 開催 

 

６ 内  容  

（１）活動報告         （６０分） 

① 令和７年度災害時の食支援プロジェクト事業について  村山保健所地域健康福祉課 

② 健康フェスタにおける炊き出し訓練について  尾花沢市健康増進課 

③ 防災・環境フェアにおける炊き出し訓練について  朝日町健康福祉課 

④ 防災担当課との連携について    河北町健康福祉課 

助言者 （公社）日本栄養士会 専務理事・災害支援チーム JDA-DAT 統括 

 下浦 佳之氏  

 

（２）講演「災害支援チーム JDA‐DAT のこれまでの活動とこれから」（６０分） 

講 師 （公社）日本栄養士会 専務理事・災害支援チーム JDA-DAT 統括 

下浦 佳之氏 

 



７ 申込方法 

 下記「やまがたｅ申請」の URL 又は二次元バーコードから申請画面にアクセスしお申込み下さい。 

https://apply.e-tumo.jp/pref-yamagata-u/offer/offerList_detail?tempString=murahosyok

ushien0225 

 

［個人情報の取扱いについて］ 

・申込の際にお知らせいただきました個人情報は、本研修会に 

関すること以外には使用しません。 

 ・お知らせいただいた御本人の同意がある場合を除いては第三 

者に開示しません。 

 ・提供していただいた個人情報は適切に管理し、漏えい、紛失 

等のないよう努めます。 

 

 

８ その他 

当日の資料はやまがたｅ申請に２月 24 日（火）までにアップロードいたしますので、各自印刷

いただき、御準備ください。ダウンロードには、申込時にメールで通知される整理番号とパスワー

ドが必要となりますので御承知おきください。 

 

「やまがたｅ申請」はこちらから


